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藤田小林文庫は、故藤田徳太郎氏と小林武治氏が、日本歌謡史研究を
目的として蒐集された、千余点にのぼる歌謡資料であり、國學院高等学校に寄贈され、現在同校に所蔵されてい 。既に、昭和三十八年の日本歌謡学会創立大会において、その一部が展示され、同四十一年には目録今國學院高等学校紀要」・収蔵和書目録と社会科図録）も公にされて、学会に広く紹介された。また、日本歌謡学会創立大 で展示された資料のうち、風流踊歌関係二十八点が 臼田甚五郎・徳江元正・須藤豊彦の三氏により 「日本 謡研究」第一号～第九号に翻刻され、解題が付されている。
本稿においても、風流踊歌本二十六点を採り上げて、解題を試みた。
そのほとんどが、「日本歌謡研究」 翻刻・解題されたものと重複するが、ここでは、先学の言及することの少なかった、風流踊歌本の伝承地解明を主な目的とした。
体裁等不備な点も多いと思われるが、後日補綴する機会をもちたいと
思う。調査に御協力くださった、國學院高等 校長小林武治氏・同庶務主任尾高敬三氏・同図書館教職員の方々 厚く御礼申し上げる。
（第四室真鍋昌弘）
誼拳齢藤田小林文庫蔵風流踊歌本解題稿
仙神踊本一冊整理番号１１５慶応三年書写。二四・五×一七・○・二五丁。表紙後装。外題「神踊本」。第二五丁裏に所有者とおぼしく「甲田儀右衛門西目介」とある
本書は、和泉・熊取町に伝承していた雨乞踊歌と比較対照させるべき
ものである。本書が、
道うた雨山踊伊勢宮踊ひん田踊五色踊寅松踊十七踊車おとり津嶋おどりしうとめ踊なると新かまくら御寺天じくの構成になっているが、「熊取郷土調査」（昭和九年六月刊。ガリ版刷。大
阪府泉南郡熊取尋常高等小学校編）所載、雨乞踊歌にも、次のように、ほぼ同様 踊歌が見える。
宝踊り伊勢宮踊り五色踊 対島踊りひん田踊り鳴門踊り具足踊り新鎌倉踊り天笠踊り御寺踊り姑女踊り十七 り本書の「雨山踊」（上段）と「熊取郷土調査」の「宝 」（下段）の一
部分を示すと、・ひよあめ山さまのくにおしと・雨山龍王のこまよノ、乞へば
５３
のｈ″うをのこまをよ〃ｒ、ヨヲ
降らしやるらや見事ノ、ノー２
のようになって、内容は同一のものであることがわかる。
本書「寅松踊」は、ョ是のしそんの寅松様はＩ～明て十三まだ十五にはならねどもこぐちを一宇とヲたしなむノ、
ではじまり、以下「馬をハ何とこのまれて」「倉おパ何とこのまれて」「具
（ママ）
足を何とこのまれた」 兜とを まれた」「弓をハ何とこのまれて」「矢つぼを何とこのまれて」「槍をば何とこのまれた」と続けるが、『熊取郷土調査」報告「具足踊り」では、右引用冒頭の歌詞はないが、やはり「馬」「鞍」「具足」「甲」「弓」「やり」を ほぼ 歌詞で褒める。本書「道うた」は、これほどのをてらかよいにしよあるしやくはちひろをてノ、Ｊ１と こゑばふらしやるやらみごと／～とやあらみごと らたからをどりハしやらみごとＩ、じよん／～ノーじよじョんしよんさてこてノーさ秘さ畠さて てノ、ョいそりやはらはんにはん
・ひョ雨山さまのしやだんのたく
みノ、しぽハやつむねをしるハを狸ぎたにおうけてかげずくりノ、爵
・雨山さまのしやたんのたくみノー四方八シ棟後は大木谷を受けてかけつくるノーやら見事やら宝踊りはやら見事ノー やあら宝踊りはやら見事ノｉ、拍子ジヨンノー、ノく、シヨノー１ションノー、サテコテノー、サ、、、サテコテサ 、、サ シンハラノＩ、ハンニヤハ
りあげてふいてみたればしよあるふしやよっでたノー〆～まずよいにとのごとまつふしまちゑてとのごとれるふし／、あかつきのはなれふしとやよあけてあだなのたつふしノーＩ、（下堕
を用いている。これは、「熊取郷土調査」には見えないけれども、和泉地方で、同種の歌を「道歌」として用いている場合 多く、例えば、『神踊歌」（天保二年。岸和田）。「踊おんど本』（明治二年。岸和田）。 当社祭礼小踊」（文政十三 『神社小踊歌 文政六 泉北地方）などを確認できる 「和泉史料叢書・雨乞編」、大越勝秋編『泉北地方の民謡集Ｈ」など参照）。この尺八を拾う歌を道歌として使用す のは、兵庫・百石踊系統、阿波・神踊系統などに及ぶが、なかでも、和泉地方において最も顕著であるとしてよい おそらく採集漏れであろう。
また「新かまくら」があったことも、前掲「熊取郷土調査』によって
確認でき、例えば最後の行で、本書は、
ヨヲなにをなけきあるかわやなぎ水のではなをなげきそるノ、
とうたうところを、
何をなげくぞ川柳水の出はなをなげき候ノ、忍ぶ恋とて面白やノ、
としているよ に、「忍ぶ恋とて面白や」を各連の終りに加えている程度の相違のみであ 。
「車踊」は、「熊取郷土調査」に記されていない 、これも、同地に伝
承しなかったと見るのは疑わしく、例えば前引「神踊歌」（天保二年）などにも、同歌が「車間踊」として見えている。
なお、「熊取町の民謡集」（大越勝秋篇）所載 大久保雨乞踊」にも「宝
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踊」「伊勢宮踊」「五色踊」があり、本書と同じである。またその「宝踊」は「雨山踊」である。
以上取り上げた踊歌以外のすべては、『熊取郷土調査」採集踊歌と同一
である。
これらの理由により、本書を、和泉・熊取町における歌本と判定する。
②神踊寄音頭手控一冊整理番号１１６明治初期書写。仮綴本 一二・○×一六・○・四四丁。扉題「神踊歌音頭手控」。題の左下に所有者とおぽしく 小門柳右衛門」。
本書は、次の踊歌から成る。道歌十七道歌あまが道歌世の中踊伊勢宮踊御宮踊宝御寺踊花見踊吉野踊さつまをどりふなかた踊松虫踊寅松踊しのび 御若衆踊鳴子踊雨乞踊順礼踊桜踊御山浦方 綾はた 若松 鮎みせ踊鞍馬踊とくさ しょくみ踊山家踊
以上の踊歌の内、注意すべきことをいくつか記す
桜踊。ほぼ同形は、和泉・岸和田安政三年本『拍子踊 歌』（「和泉史
料叢書・雨乞篇」所収〉桜踊に見える。両書合わせて、そこ うたわれる桜名所は、「吉野御山」「熊の御山」「あわじお山」「ならの御山」「高野山 吉野山」「愛宕山」「住吉明神 とあって、畿内のものである。
御若衆踊。『葛城踊音頭拍子」（前掲書所収）や前掲安政三年本などに見
える「若衆踊 と同じ。本書で「御若衆さまのおはだにめせた かたひ
らハ、とこやそめてのし」とあるところは、右二書では、「どこや染で候」とあるから、本書の「のし」の表現は特色がある。そのあたりから、「日本歌謡研究』誌解説では、紀州有田地方の踊歌本とするが、それのみで伝承地を決めることもできないであろう。
松虫踊。この名称の踊歌は、播磨・百石踊、阿波・神踊などに散見す
るが、歌詞の内容は別系統である。大和・山辺郡・都祁村吐山・太鼓踊のものはほぼ同系と言え が、そこにうたわれている山 名は、奈良地方独自な になっている。本書では、「だいせんじ御山豈すみよし御山當天野御山」「かんこのしめを（い）」に巣をかけて鳴く。和泉・貝塚市「神おどりうた手ほん』では、「天王寺御山」「堺お山」「 鳥お 」「信田御山」とあり、本書で「住吉御山」「天野御山」とあ ところは、そ 和泉地方 地名を並べる発想に近い。紀州 は、こ 系統歌は見うけられ 。
御山踊。お山として「かづらき山」「牛たき山」「金剛山」など、和
泉の修験 山をうたい込むのが特色。和泉地方「葛城踊 「御 踊」 どに合わせ見るべきものである。
道歌・伊勢宮踊。前掲仙神踊本の 道うた觜伊勢宮 」と同じ内容で
ある。
十七道歌。道歌の歌詞と一つにする 、例えば、和泉・文政十三年本『当社祭礼小踊」・道行次第と同じものとなる。順礼踊。同歌は、右掲『当社祭礼小 」に見える。とくさ踊。「吉野山」「熊野山」「淡路御山」「愛宕山」が われる。さつまをどり 阿波・神踊に同題歌はあるが、内容は異る。
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一③四社神踊本一冊整理番号１１７明治三五年書写。二四・七×一七・○・二八丁。外題「四社神踊本」・表紙外題の右肩に「明治三十五年」とあり、第二八丁裏に 明治州八年七月十四日名東郡一宮村広川増太郎」とある。
阿波・名東郡・一宮村の神踊歌本。後掲⑨「神踊歌全」と同種の歌本。
四社、つまり東宮・西宮・與利大 神・舟戸大明神と、それぞれ四社の前の踊歌に分けられている。
東宮１１大黒踊綾竹踊雪花踊西宮１１御所之踊五色踊塩汲 者美しや踊名古屋踊博多踊毬の踊松むし踊鎌倉踊與利大明神１ 志渡の踊津羽黒 住吉踊舟戸大明神１１忍び踊しんく
阿波国内における同類型を簡略に示すと、
大黒踊。名西郡石井町城ノ内・曽我氏神社神 ・「大黒」が比較的近い。
名東郡・国府・南岩延村・神踊歌・大黒踊、那賀郡・「大黒踊」（以上含郷土研究」五巻五号、「日本歌謡集成」巻十二、本田安次著「語り物・風流二」に翻刻）などは、一部分同類歌詞を含む。同じ「大黒踊」の名称は、播磨・宍粟郡・チャンチャコ踊にも見える。
以上、和泉地方の地名がより印象的であり、同地方の踊歌本に見える
踊歌との重なりが多いことなどから、現段階では一応、和泉地方雨乞風流歌本と見ておくの 最も妥当のように思える。
これは、前掲曽我氏神社神踊・「雪花踊」、同国・三好郡・西祖谷村・神代踊令雪 らひ」などによって、本書の「笹の雨のおふもさよ」の「笹の雨」は「笠の雪」の変化又は誤字のようにも見うけられ、「柴雪 も 白雪」の誰りの可能性が大きい。なお、この「笹の雨 重さよ」の句は、
恋風が来ては快に掻い縫れてなう袖の重さよ恋風はおもひ物哉会閑吟集』・泥。同類型は狂言小歌にも利用されている）
などの中世小歌に見える「…… 重さよ の句を受け いるも と てよかろう。
博多踊。同種は、名東郡・上八萬村・神踊歌・「博多踊」など。しんくの 名東郡・国府村・早渕・神踊 「新工踊」、同村・南岩延
村・「新工踊」があって歌詞にそれぞれいくらかの相違がある
以上、歌詞の上からも、阿波 神踊歌本であることを認めることがで 綾竹踊。前掲曽我氏神社神踊・「綾踊」に、後半の「綾竹をはたと忘れて」
以下が見える。前半は、阿波・和泉地方の入端や道歌として見える歌詞である（前掲 ⑩「神踊本」、②「神踊奇音頭手控」など参照）。
ある（前掲、⑩「神踊本」、②「神踊奇音頭手控」など参照）。雪花踊。四連から成るのでそれを引用する。向ひ路の山にふる柴雪がさらパんノ、笹の雨のおふもさよ雪花ハーおとり岩槌山にふる柴雪がさら（んノ、笹の雨のおふもさよ雪花おどりハーおどり伊野土山に降る柴雪はさらハんノー笹の雨のおふもさよ雪花踊ハーおとりこんじの山に降る雪ハさらはんノ 笹の雨の ふもさよ雪花踊ハーおとりヒャシャンノーヒヤシャンノＩ ノｆ、ノく、
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明治初期書写。一八・五×二五・八。仮綴本。加丁。扉題「神踊」。題左下に「小澤」とある。
「神踊」と「花踊」を記載。それぞれ、二つの「道行」と一つの「引
端」から成る。畿内を中心としての、標準的な雨乞風流踊歌の構成・内容と比較して、ややその雰囲気を異にする。例えば「花踊」の、
春は桜の木の本にＩ、四方の山ｊ、霞たつはらノーほろノ＼はらといつる誰か情か村雨
の部分は、女歌舞伎踊歌集・天理図書館本「おとり』の、
おほろ月夜の山の端にノ、なこりおしやつれなやう掴はらノーおると、いつれたかなさけそむら雨（ややこ）
をはじめとする、例えば、次のような、いわゆる「ややこ踊」系統の結⑤神踊一冊整理番号－１旧 側御宮踊本一冊整理番号１１昭和二年刊 二五・○×一七・八 五三丁。外題「御宮踊本」。刊記「昭和弐年八月矢野村青年会馬場支部員
昭和二年に、木版刷の体裁で出された。踊歌は、次の順に記されてい
る。矢野村は、前掲側 阿波・名東郡・一宮村に近い矢野村であろう。神楽踊田村踊国誉踊忠誠踊奉曳踊御蔭踊名所踊明治踊熊谷踊 峯辱ヲつ０
⑥神楽踊太鼓一冊整理番号１１８安政五年書写。二八・八×二○・六。一六丁。外題・内題ともに「神楽踊太鼓」。表紙の外題右肩に「安政五戌午年」、左肩に「六月吉日」。裏表紙
（ヤプレ）
に「□口持用」「五冊本之内ヨリ写之」とある
次に、丹後由良地方風流踊歌本三種とその所収踊歌を比較してみる。
Ａ、「神歌井太鼓」（文化九年書写。由良庄）。Ｂ、「祭礼踊り歌控」（寛政年間書写。由良）。Ｃ、「笹聡子躍歌」（弘化三年書写本からの大正四年転写本。由良脇） Ａ・忍頂寺文庫蔵、Ｂ及びＣは京都教育委員会篇『丹後の笹ばやし調査報告書」の翻刻による。各踊歌は本 の配列の順に並べかえ、それぞれのもとの順序は、①②で示した。 びの文句を伝えている。
ひやしはく舟かよサ君待つたんびや揖をしずめてお待あれンサはらら，ｒ～はひやほろ〆＼はらはといづるんたがなさけぞむうらさめひひやひいふりよにひやふりよひやをんは（因幡・越路・雨乞風流踊・屋々こをどり。「民俗芸能」・銅号山路興造氏翻刻）いよ登り下りがしぎ なれ（みあげうれし たび〆～んいよそら，ｒ、ふるノ＼はら，ｒ～といづるたがなさけの村さめ（摂津・八部郡・車・雨乞拍子踊・やき子踊 藝能史研壺聖・副号名生昭雄氏翻刻）「神踊」の名称は、阿波・和泉その他の地域に見え、「花踊」なる名称も、
阿波・淡路などに見え が、本書の伝承地は不明である。
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する。
（以下、太鼓口
調子を載せる）駒曳踊船頭踊
鐘御
鋳寺
踊踊
芳野踊此家踊 親方踊 帷子踊奥州踊 拾九踊葵踊太鼓矢倉踊篠原踊 神楽踊笠之踊
Ａ・Ｂでは、踊歌記載の順に変化はあるが、Ｃは、完全に本書と一致
本書
Ａ
①神楽踊太鼓②笠の踊⑩篠原踊③矢倉踊④葵踊⑤十九踊⑧帷子踊⑥奥州踊⑦親方踊⑨芳野踊⑪さいか踊⑬御寺踊⑭鐘鋳踊⑮駒引踊⑫船頭踊（以下、踊あけの歌を五種載せる）
⑪お寺おどり⑫かれいおとり⑬駒引おとり⑭船頭おとり
（以下、おどり場五ッ、の歌詞及び
太鼓口調子を載せる） ①挿楽踊②笠之踊⑩篠原おとり③やぐらおとり④青井踊り⑤十九踊③かたひらおとり⑥奥州踊⑦親方踊⑨言野おどり
B
Ｃ
①神楽踊②笠の踊③篠原踊④矢倉踊⑤葵ひ踊り⑥十九踊り⑦帷子踊り⑧奥州踊り⑨親方踊り⑩言野踊り⑪斎家踊り⑫御寺踊り⑬鐘鋳踊り⑭駒引踊り⑮船頭踊り
Ｃ寛政弐巳卯年、五ケ村役人中井二惣代之者立会ニテ、五冊お相認めＢ寛政年中五ケ村立開ノ中本之写祭礼踊り歌控丹後国加佐郡由良
A
を、三本に以下の如く認めることができる。
本書裏表紙に、「五冊本之内ヨリ写之」とあるが、それと関連ある記事叩
相渡し置候事。向後狼二不致緩く事。前書之通り今般改草いたし候処、 違之無二付致奥印候。以上。有之所、紛失の村も御座候二付、天保十四癸卯年、於如意精舎、五ヶ村再会 し書面之通り相改申候。依 五冊物相認め村々え壱冊宛定（以上裏表紙）浜野改役人庄屋源衛門同藤三郎右者此役口代二而改五ケ村相村大森又兵衛（以上表紙） 左之通五ケ村立合ニョリ相改有之価如件
年寄長兵衛庄屋孫兵衛 年寄清助 庄屋源左衛門
同同同々 同々
吉左衛門長左衛門 興助 善四郎九郎左衛門三郎兵衛
々々々印 （扉裏）
々源兵衛々々半左衛門々
右は五ケ村蔵書の通り少も相違無之謹写致候也佐原書
ゆえに、本書で言う五冊本というのは、由良五箇村にそれぞれ一冊ずつ伝承していた校訂踊歌本であることがわかる。
ＡとＢに見える「踊あけ」の歌五種、「おどり場五シ」というのは、次
の五種の歌を指す（紙幅の都合で、Ｂの方をもって代表とする）。本書とＣは、それらの歌詞が、それぞれの踊歌の最終部分にはいっている。
踊あけ
なくくさかり
千りかやぶに鳴ひよ鳥ハノ‐、あさ草刈のめをさます
そふかソワか冨手具マヱ
とふじがたうと思ひしかノ、心にかけ添群雀ｊ、年々の篠の竹しげればほそる＃、おれらも殿とねてほそるノかぶき山陰すをかけて，１１国シの薦がすをくむお庭になごりハおしけれど明年参る又参〆、なお、本書の矢倉踊、芳野踊、此家踊、鐘鋳踊、駒引踊、船頭踊に「ユ
リ」とあるが、これは、Ｂ・Ｃにも認められる。唱謡法・演奏法としての「ユリ」の歴史に関係する実例として注意される。
「ユリ」
、神踊歌本一冊整理番号Ｉｌ２江戸末期書写。二四・五×一六・○・五八丁。外題「神踊歌本」
所収踊歌を次に示す。本書は、
丹後・由良地方・太鼓踊歌本である。
⑧御神踊一冊整理番号１１弧明治三十年書写。二五・○×一七・○。仮綴本。”丁。扉題「御神踊」。扉題の右肩に「明治舟年酉ノ七月廿八日改」、左方に「菖蒲邑久賀芳吉とある。 柳井津踊宝の踊みころの踊白金踊美濃踊申子踊帷子踊綾機踊虎松踊住吉踊平野踊相模踊宇わな利踊鞠踊お山踊小草踊源太郎 鼓 船子踊扇虎松 伊勢島 しなだん踊白金弥十郎踊恋の踊手拭踊し び踊燕 殿御 おたか踊若殿踊鎌倉踊女郎屋踊清月踊高立引踊宮引踊寺の入端お若衆 忍び踊いま、阿波・那賀郡・和食及び桑野地方の踊歌（浅野建二著「日本歌謡の発生と展開當桧瑛司編「鳴門・ふるさとの芸能」所収）と対照させてみると、ほぼ全部において一致する。「しなだん踊」は、和食では「した段踊」、「白金弥十郎踊」は、和食
では「白金踊」、「高立引踊」は、和食で「坂東踊烏桑野では「坂東引踊」又は「高立引踊」 称す。「寺の入端 は、和食では「寺引踊 とも言われる。「鼓踊」は、例えば③「四社神踊本」の「しんくの 」に見えるように、「しんく」を冒頭に出す型である。「平野 」の内容は「飛騨 」であるから、「平野」は「飛騨」の託りと見てよかろう。本書は、阿波・那賀郡・和食又は桑野地方の雨乞風流踊歌本と見てよ
い。
I
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はじめ三丁分ほどに書き付けられた歌は、何々踊と呼ばれるような標
準的体裁を整えた踊歌ではなく、即興的な俗謡の断片である。それに続いて、屋敷踊宝踊あやはた踊お舟踊大神踊たかす踊くるま踊笠伎白兼 をやかた踊金すき踊喜惣踊虎松踊やくし踊つばくら踊順れい ヲか 踊ばはん 五色の踊御参宮踊よんぽし踊長者踊年仏 年仏阿波・那賀郡・上那賀町・菖蒲村の雨乞風流踊歌と一致するものが多
い。例えば、
よんぽし踊。阿波では、「えぼし踊」「ゑぼし」などと呼ぶところが多い
が、菖蒲・拝宮の二地域では「よんぽし踊」「余帽子踊」などと呼ばれている。
やくし踊。阿波では、各地に「申し子踊」があるが、菖蒲他三箇所で
は、同じ内容を「薬師踊」と名づけている。
ばはん踊。桧瑛司編「鳴門・ふるさとの芸能』などによ と 阿波で
は一般に「吉田踊」「月待踊」など 名称で知られているようであるが、菖蒲では、「ばはん 」と言う（なお、まったく別系のものであるが、河内・津田・文政元年八月書写「三の宮屋形踊」所載の波半踊は「船は一番宝積し候波半船かの面白〆～ ではじまるもので、おそらく「八幡船」に関係するめずらしい踊歌として、注意しておいてよいと思うので付言しておく）。
以上の他弓喜惚踊」「五色踊」「つばくろ 」「ヲかじ踊」などが、菖蒲のも
㈹〔雨乞風流踊歌本〕一冊整理番号１１節嘉永五年書写。一二・五× 七・五。五一丁。横本。表紙はあるが、外題・内題ともになし。右標題は仮題。 一丁裏に「嘉永五子年首秋野間村利左之門」 ある。
本書は、次の踊歌から成る。御宮踊御神楽踊見物踊八嶋踊小順逆御船踊世之中踊源 ⑧神踊歌全一冊整理番号１１“文久元年書写。二四・五×一六・五。三○丁。外題「神踊歌全」。奥書に「文久元酉年八月吉日一宮村中分板東氏」とある。本書は、次のように四つの神社の踊歌として分けて載せている。東宮大黒踊三シ拍子あや竹踊雪花踊西宮御所の踊拾六拍子五色の踊塩くみ踊しやみしや踊名古
屋踊はかた踊まりの踊松虫踊鎌倉踊
與利大明神志度踊八シ拍子つわくる踊三シ拍子住吉踊船戸しのび踊八シ拍子しんくの踊鎌倉踊
ほぼ前掲⑧四社神踊本と同じ組織・内容をもっている。阿波・名東郡・一宮村・板東氏所持の雨乞踊歌本である。 のと一致する。なお、和泉地方雨乞風流踊歌との類似もある程度認めら醜れろ。
本書の「菖蒲邑」は、阿波・那賀郡・菖蒲村のことである。
』
氏踊鐘巻踊なんば踊装束踊御寺踊東踊信濃踊あやの踊神鼓踊近江踊住吉踊花見踊宝 同歌帷子 大順逆これらの内、忍頂寺文庫本「伊賀地方踊歌集』所収のものと同一の歌詞を有するものは、御宮踊小順逆源氏踊鐘 信濃踊綾の踊宝踊大順逆で、近似するものとしては鐘巻踊装束踊がある。同様のことは、上野市・小田・慶応三年本『雨乞 」（本田安
次著「語り物・風流三所載）と本書とにおいても言える。帷子踊の分布は広いが、伊賀地方内で比較するなら、上野市・猪田・明治十九年本
『踊歌」（真鍋昌弘他翻刻。「伝承文学研究」・記号所載）・ などと近いものである。全部の踊歌について、伊賀地方のものとの対照は不可能であるが、ほ
ぼ「野間村」を、伊賀・上野市にある野間 見ておいてよい。
本書には、最後の「大順逆」のあと、「ふりう番組」として、踊歌名を
もう一度記したあと、「願ほどき番組」として、
御本社江竜王江両脇社江天皇江両寺江庄屋江のように分けて、それぞれどの踊歌を披露するかを記してあ 。
２
㈹雨請踊り本一冊整理番号１１“慶応三年書写。二三・○×一六・五。一三丁。外題「雨請踊り本」。外題右肩に「慶応三年卯七月」、左下部に「慶助所持」。
本書は、次の踊歌で構成されている。入波打入道引雨請踊りかれい踊伊勢嶋踊り鎌倉踊り忍び踊どもん踊九シをどり丹後踊りとのみ
入波は、
上へ河ハきしの目白の柳あらわれてやあはｊ～ノーヘかづらきんの上岑より雨がはふり来り。所も。はんじやよ・上国もゆたかなりけりやあは，ＩＩＪ、
とうたうが、ここに見える「葛城の峯」は、例えば、
葛城山のみ山から夕立ちはさんさと降り下す葛城山の黒雲は里へさがれば夕立はさんさと降り下すｌ下略Ｉ（和泉・岸和田・塔原、葛城踊。現地採録）かづらきの山のたからでの国で壱シのりをんのこまよたからふらこやなあらめでた〆＼かつらき山のしやだん たくみ四方八シむねうしろは山よ谷をへだて種かけづくりノーＩ下略Ｉ（和泉・父鬼・橋本家蔵「笹踊 音頭」。大越勝秋編「泉北地方の民謡集」Ｈ所載
のごとく、特に和泉地方雨乞踊歌において頻繁にうたわれ 。
かれい踊。この題名は各地に見られるが、同系 鐘鋳踊 、例えば和
泉・岸和田の、
一ばんに、此かねはＩ、たんごの国でゐた どもノー、かねにもならずかねノー、やあふもや、ゑいたたらを、いよゑい１１，１以下嚥子詞省略Ｉ
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二ばんにこのかねを／、やまとの国にもゐたれどもならずかねく三ばんに此かねをノ、 わちの国にもゐたれど い かねにもならずかねノー四ばんに此かねをノーいづみの国かいづかのごぼうのまへでたてたよさてはごぼうはめいしよかなノー（天保二年書写「神踊歌」・鐘い踊）を見ることができる。ざんざか踊群でうたわれる「鐘鋳踊」とはまた別系統であ 。丹後踊。清水・八幡・天王寺・住吉・西の宮など、上方やそれに近い名所がうたわれている。とのみ踊。次に引用する、和泉・岸和田・掃守郷・『躍歌井太鼓ひかゑ」（『和泉史料叢書・雨乞編」所収）の「殿見躍」と同種である。殿へ参りて御門を見れば、門は白かねとぴらはこがれ葺たる瓦は板がねよ殿見おどりは一おどりノー殿へ参りて御庭をみれば三尺ほうしをた きにかけて、こがれの枡でよれ斗るＩ下略Ｉ「入波（入端）」とともに、「打入」も和泉地方踊歌ではしばしば用い
られる用語である。
以上により、本書は、和泉地方雨乞風流踊歌本と見ておいてよかろう。なお、「入波」のはじめの部分については、風流踊歌群内では、「日本歌
謡集成」・巻十二所載、和歌山・有田郡・雨乞踊歌・いりは、
３
⑫雨請踊歌一冊整理番号１１“明治二十年書写。二四・五×一七・○・一五丁。仮綴本。扉題「雨請踊歌」。扉題の右に「明治弐拾年七月十四日」、左方に「釜屋郡溝端一至巳。最終丁に「本口多紀郡・釜屋むら溝端宗吉」とある。
本書は、次の構成をとっている。道歌道歌切住吉踊すげかさ踊肥後踊かたひら踊鞍馬踊越後踊中入後の道歌鎌倉踊するが踊松虫踊具足踊出雲踊雨乞踊
この内、道歌切は歌詞の記載がない。多紀郡 おける雨乞風流踊歌であることがわかるので、兵庫県内の他の踊歌本において、それぞれ同類の踊歌がある場合 それを一つずつ指摘しておく。
道歌。三田市・上本庄・百石踊・道歌と同じ。住吉踊。氷上郡・柏原町・新法師 ・住吉踊すげかさ 。右掲百石踊・菅笠踊に近い。例えば、左記の程度である。 ’一ャ河岸のコハ河岸のハァね－りろのハァ柳のよハァァラ吾れに実糾
２
にやそう
が近い用例となる また、
川ぎしんのウノ、めしろ ウ柳よあらわれて？、いつかやあ君まくら定めてやよや（高知・室戸市・吉良川・御田八幡・田歌）
の他、鳥栖・四阿屋神社・御田舞歌、信濃地方・神歌などに類型が認められる。
⑬大日本神勇歌踊本一冊整理番号－１畑明治初期書写。二四・五×一七・○・二九丁。仮綴本。扉題「大日本神勇歌踊本」。扉題の左下方に「桑野村岩川所持」とある。
本書は、阿波・那賀郡・和食・「大日本神踊歌」（浅野建二著「日本歌
謡の発生と展開」所収）に見える 歌と対照させておく。上が本書
菅は京の中野の小菅ノ、夜露に打せとふまれたノー一切糸は京のしりをかよいよまいとで縫せと好まれたノ、一切（本書）十七八のや十七八のや好の笠の菅をば何とや好まれたぞや菅をば京のや善光寺山の中野の小菅夜露にうたせ 好まれた菅笠踊りを一踊り。十七八のや十七八のや好 笠糸 ば何とや好まれ ぞや糸をば京のや糸屋の娘十三合せと好まれた好まれた菅笠踊 一と踊言石踊）かたひら踊。右掲百石踊にも帷子踊 見えるが、同一の歌詞ではない。越後踊。「淀の川瀬の水車」「今宵天満 橋に寝て」「佐渡 越後は筋向
ひ」などの、近世俗謡の組み合せである。
鎌倉踊。多可郡・八千代・千石踊の帷子踊など。いわゆ 一般的な帷
子踊。姫路 白国村・雨乞踊の鎌倉踊も同種。
松虫踊。右掲・百石踊の松虫踊が同じ。ただし本書のはその一部分。具足踊。氷上郡・氷上町・谷村・新発意踊 具足 などと同類。出雲踊。加東部・上鴨川・雨乞 歌 うわなりをど などと同類。
（入羽）ｌ粉黍粉踊（入羽）。美の堅踊ｌｌ美濃の踊。美ごろ踊ｌ見頃の踊。鎌倉踊１１鎌倉踊。白金踊１１白金踊。つば黒踊１１燕おどり 茂志こ踊 １申子踊。虎松踊 １虎松踊。手ぬぐい踊 １手拭 恋の 恋の 殿御 ｌｌ殿御綾はた踊ｌ綾旗踊。かたひら踊１ 帷子踊。忍の踊１ 忍の踊。白金踊１１白金 。忍ひの踊１１真身 。御寺 は１１寺の入羽・御寺踊。上成踊ｌ鋤 後妻 しだんＩした段 ・青柳源太郎踊ｌｌ源太郎 。伊勢嶋 ｌ伊勢嶋踊。船子 舟住吉 １１住吉踊。相模 ｌさが見踊。小草 １小草鞍の踊１１鞍踊。平野 平野踊 扇虎松ｌ扇虎松。若殿踊１１若殿踊。宝の踊１１宝の 。女良屋 １女郎屋踊。清月踊ｌｌ清月踊。坂東踊 １板東踊。寺の引 ｌ 寺引 おたか踊ｌお麗踊。引 宮引踊。
以上の如く、ほぼ完全に同種の踊歌を伝えているものである。本書は、これら踊歌記載のあと、次の踊場を記してある。
天神様へ九番ちんじう様五番二ノ宮様へ五ばん寺へ五ばん壱宮様へ三ばん庄屋二而五はん王子権現様へ七番杉尾様へ五番山神三社 地神水神様三ばんあたご様七ばんぎをん様七番八まん様へ三はんひたち様三ばんゑ こふ 七ばん拾弐社権現七ばん□口三ばん本書の「しだ 」の部分で、最後の三行、
５
ヘ青柳キに付てきたよな此丸を有を餌
側盆踊御どぼん一冊整理番号１１繩明治一八年書写。二四Ｃ五×一六・五。一二丁。仮綴本。扉題「盆踊御どぼん」。扉題の右に「明治拾八年酉八月改メ」、左下に「古川源之助」とある。
本書の踊歌は、和泉・岸和田・明治二年書写「踊おんど本」（「和泉史
料叢書・雨乞編」所載）と比較されるべきものであり、踊歌名及び歌詞すべてにおいてほ 同一と見てよい。ただし、本書では冒頭の一群に題名がないが、「踊おんど本」によっ 、「入端」とあるべきものであることがわかる。この歌詞の中で、「踊おんど本」の三首目が虫喰いで判読しがたい部分であるが、本書の、
此おんどのおてらがよいに尺八竹をゑてきた
を参考とすることができる。
本書の極楽踊は、 ヘ松木に付てきたよな此丸をへ桜木に付てきたよな此丸を
は、やはり「大日本神踊歌」にあるように、「青柳踊」を、「した段踊」に続いて独立させる が本来であろう。 青柳踊」は、いわゆる鞠の踊であるから、本書 ように 青柳」「松木」 桜木 で終るのは不完全で、「紅葉」をうたう行が脱落している 見てよい。本書の「此丸」は「此鞠」の靴であ 。
「桑野村」は、阿波・那賀郡・桑野である。
南無やさいほのごくらくゑノー無常のこどもがあつまりてさいのかわら
のあと、
まつはつはるの花たつるにわノ、松と梅とをたてまぜて松にあらしがあるときくやあこちろゆるすな梅のはなｊ、下草踊をおどるよ芦っ三月くればも狸の花Ｊ１しだれ柳とたてまぜてやあかぜにしだれておもしるやｌ下略ｌ
と続く。これには明らかに歌詞の混乱があるので、やはり本来は『踊おんど本」の、
極楽踊南無や西ほう極楽ヘノ、むらの子供があつまりて いの河原のものがたり をひとおふどりしとおけよＩ１１下略ｌ地蔵踊なむや西ほのみだによらいＩ、一念みだをねんずればぐぜいのふれにさをさしてしるもしらんもおしなえて浄土 うてなにいた□せ□とのおんちかひｊ～ｌ下略Ｉ下ぐさ踊まづはっ松の花をつるにはノー松と梅とがたてまぜて松あらしかあたとさる心ゆるすな梅の花下くさ踊をしと ふどりしとおどるよノー
の如き構成であろう。
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みやこ踊。「踊おんど本」には歌詞が欠けているので、本書によって、
その四連の歌詞を補うことができる。
果報踊。本書にのみ記載されている。前掲極楽踊などと同列のもので
ある。
「踊おんど本」には、第一丁目裏に「明治弐巳七月山口福田常右ヱ門」
とある様子で、「和泉史料叢書」校訂者・出口神暁氏によれば、「山口」「福田」は姓名でなく地名で、「山口は岸和田市の山滝地区、福田は南掃守地区」にある。また「この本は八木地区の中井町の元庄屋中氏の所蔵本の中の一つで、この町の式内社である夜疑神社での雨乞行事の歌本と思考される」と述べておられる。おそらく本 も同地域のものと判定してよかろう。⑬風里う踊本一冊整理番号１１“寛政六年書写。二四・八×一七・一・一二丁。表紙後装。扉題「風里う踊本」。最終丁表に「右風流踊之本依小子之恋望写し置候□口有他見もの之寛政六年寅七月日稲塚村持主古寺吉蔵」と本書を、丹波・氷上郡・春日町・稲塚の風流神踊、つまり新発意踊（喜
多慶治編「兵庫県民俗芸能誌」所載）と対照させると、ほぼ完全に一致することがわかる。本書の「稲塚村」は同地のこ で 。ただし本書に御寺踊が欠けている。本書の踊歌名を記しておく。
新発意口上初手之拾弐口上道歌願農踊十九踊清水踊善悪踊車踊月見踊近江踊燕
踊忍踊祇園踊鐘鋳踊（以上、ユリオドリ、カエシオドリ、ヒョウシオドリの注記がある）この内「善悪踊」というのは、稲塚と、同じく春日町の野村とに伝承
しているもので、
ザンホロ〆、ソッｊ、ウ向ひな川原に布ふむ女子イョ善悪足じろ手じろに眉くるに目ぽそイョぜんあくあれこそ人のイョ殿御ねとるよノフヲ、善悪ノ、ソッ ーソレソランノーソソ足手が白イとて殿とるならばイョぜんあく皆女郎達ハィョ の子ねとりかノフヲ、ぜんあくソッソッソレソ／、ｌ下略ｌ
のようにうたわれる。「ぜんあく」又は「ぜんなく」が雛子詞として使用されているもので、「田植草紙」・認番
へかさのけしやうはせんなくかさりまゐらせう
にあわせて注意される。『 」との関係では、「髪けづりけはい化粧せよ」（十九踊）を拾うことができる。㈹雫謡一冊整理番号１１噸江戸末期書写。二六・○×一八・○・一○丁。仮綴本。扉題「雫謡」。
本書は、はじめに「雫次第踊」と て、祭場・楽器・装束などの説明
があって、次に以下の踊歌を続けている。
西の時雨沖の黒藻笹の五郎兵衛露の巣ごもり正右衛門扇の地紙雨 踊四季の踊花のをどり豊後踊五嶋踊新宮踊米や踊御茶場踊出雲踊天竺踊忍ひの踊尾張踊若狭踊御麗
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㈹雨乞踊歌集一冊整理番号１１細文化十一年書写。二四・四×一八・八。一二丁。表紙後装。扉題「雨乞踊歌集」。扉題の右肩に「文化十 年」、左に「伐六月笹踊」。最終丁裏に「天保十年文治」、二○丁目裏に「古山安場村文治」とある。
古山・安場村は、伊賀・名賀郡・古山・安場村（上野市・古山）を指
す。これ 最も近い踊歌本として、上野市・猪田・雨乞風流踊歌本（真鍋昌弘他翻刻。『伝承 学研究 ・配号所載。同一系統の、明治九年本、明治一九年本・明治三三年本の三種）があるが、御宮踊、大順やく、大順や九、小順やく、御殿踊、草木 、山伏 、御 わ踊などで同種の歌「扇の地紙」の五種の俗謡を哩ろうが、いま ところどの地そきない 右に述べた か参流踊歌本であるかもしれない。 踊恋の踊稲踊千松踊六角踊船の踊稲葉踊御屋形踊右の 歌 内、「六角 」は、播磨・宍粟郡・チャンチャコ踊の一種、
八月 （千種町）の「六角踊」で、「あふみの国の六角殿から」とうたうころと関連をもたせることができよう。「雨の踊」は中程に「比田の横田 若苗をしよぼりノーと植置て又くる嫁にからしやしやふ」のように、「飛騨踊」の歌詞を用いている 、同様のものは、兵庫・加東郡・南条町・秋津住吉神社・百石踊の の踊」において認められる。
「西の時雨」「沖の黒藻」「笹の五郎兵衛」「露の巣ごもり」「正右衛門」
はじめにおいているのが、本書の特色であ方の踊歌本であるかを明確にす ことがで。 述べたところからして、一つの推量は、播磨地方の雨乞風
⑱踊本企催手本一冊整理番号ｌｌ朗明治初期書写。二三・五×一五・八。三○丁。外題「踊本企催手本」。表紙裏面に「京都府山城國相楽郡大字原山久保氏用當裏表紙に「大字原山久保喜之介用」とある。
本書は、山城・相楽郡・原山に伝承したものであることがわかる。京
都府とあるから、明治 はいってからの書写本であろう。次のような踊歌が所載されている。
桜の踊花の踊大しゅん役御庭之踊御寺踊同踊倦文いぐさをどり丑若をどりうぐいす踊うしとの踊こふかけ踊名しよ
（ママ）
をどり忍のび 若衆 あまこいをとりかねまきをどり雪う が見える。本書はこの他に、いくさおどり、子そく踊、長者踊、馬屋踊を所収していなお、本書においても、それぞれの踊歌のテーマとはまた別に、天じくの雨ず川 水がのふて里に立くんて雨をふらす是まで（御宮踊）をや里に雨がふ やらくらとなるおいとまもしていざかいろ（小順やく）おんどる若中のめしたる笠ハひでり笠か雨がさハ伊せ雨笠おかいよせて．ｒ、（長者踊）
など 歌詞が、雨乞の呪詞としての役割りをはたしていると理解せられてきたのであろう。
＝
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ちをどり大神様これより新踊かまくらをどり
なお、「大神様」は「大臣様」で、百合若大臣伝説をうたっている。ちなみに「大臣踊」には、本書以外で、次の用例がある。
阿波・那賀郡・大臣踊（「浬謡集」所載）阿波・勝浦郡・大臣踊（同）山城・久多・『花笠踊本雪踊番附六拾壱番」・船 た、大臣、ゆり若踊
（『藝能史研究」・如号虹号。徳江元正氏翻刻）
山城・相楽郡 「山城国踊歌九番」・大臣踊（浅野建二著「日本歌謡の発生と展開』所収）丹後・舞鶴・田井氏神祭礼踊歌・鷹の踊（「舞鶴市史」所載）伊賀・阿山郡・島ケ原村上村 雨乞 ・大臣 二続日本歌謡集成』・巻四所載）
これらの内、物語の大詰（苔丸が弓の競技で正体をあらわすところ）をうたうのは、本書と「山城国踊歌九番」の大臣踊と阿山郡の大臣踊である。いま三者を対照させておく。なお、大臣踊については、真鍋昌弘「風流踊歌覚書・下」〈「立命館文学」・三七九・三八○・三八一合併号〉にもふれている。
本書
（ママ）
弓がはじまつまと
がない、さやこけまる、矢とる弓にごなんわれそうＩ～
山城国踊歌九番弓が始まる的が
たち、さらば苔丸矢お取らしよ、大臣踊は一踊ノー
阿山郡・風流歌
弓が初まる的が有、いざや
苔丸矢を取らしやふ、弓に御なんのいわれぞふヤァノ、
大臣踊は一踊、其処な者の
まとわけられて矢
つちをこゑて、弓のわるさよいよのわるさよ、取立弓 なげはりて、弓にごなんいわれそう／～
たいじんどのもご
じんのときの、くろがね弓がてんにか畠りてあるほどに、それヲだしていせて見よ、このよな弓をいるときわ、よういがのてわいらまい、弓にごなん われそ
たいらんとの』ご
じんのときの、をどしのよろいがあるほどに、それをだシていせて見よ、弓にごなんハいわれそう 声フノｆ、
其処な物の押手
の恵さよ、其処な者引手の悪さよ、ゆめにこなんとじやりしやう、大臣踊は一踊ノー
大臣の御陣のと
う、緋鍼鎧が御殿に篭めてあるおとに、其れ取出して著せてみしよ、大臣踊は一踊ノ、
大臣殿御陣のと
う、鉄弓が御殿に篭めてあるほどに、其れ取出して射せてみしよ、大臣踊は一踊ノー
十三束に五人張、
執って搦めて追つ番ひ、大臣踊一踊
〈
弓手の悪さ、髪な者の引手の悪さ、弓に御難のいわれぞふヤアノｒ、
大臣踊は一踊、白銀弓のえ
はり未張ふたよに ふたよに成ほどひかれぞ、弓に御難のいわれぞうヤァノ、
大臣踊は一踊、鎮弓が御殿
に寵めて有るほどに、それとんだして討せて見せふ、弓に御難のいわれぞうヤァノー
大臣踊は一踊、十三束に五
人張とよ、此よふな弓は只と引かれぬ、鎧がのふては引かれぬ、弓に御難のいわれぞうヤアノｆ、
大臣踊は一踊Ｉ、、大臣殿
の御陣の時の、緋鍼鎧が 殿に籠有ほどに、そ とんだして、射せて見しやふ、弓に御難のいわれぞうヤアノー
己をば誰ぞとおもやるぞう、
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㈱阿波踊一冊整理番号－１剛江戸末期書写。二四・○×一六・三。四五丁。仮綴本。扉題「阿波踊」。
本書は、次の踊歌を所収する。
今ヱ
恋の踊ひんら踊女郎や踊鞠踊ほそいの踊鎌倉の入はおには踊鎌倉 牛若踊糸屋踊恋の踊お若衆踊ともゑつくしあい引 き うち踊せい月踊とら松 黒き物 関東踊したれ柳入はかうらい 手拭踊しうとめ 伊勢嶋踊 りは船子入れは踊町屋踊右の各踊歌の内、前掲ｍの「神 歌本」（阿波・那賀郡）所収踊歌と一
致するのは次のようなものである（カッコ内は神踊歌本の方の題）・
恋の踊（同）ひんら （平野踊）女郎や （ 屋 ）ほそいの踊（帷子踊）鎌倉の入は いれは踊）おには （小草 糸屋踊（源太郎踊）お若衆踊（同）せい月踊（情月踊）とら松踊（扇虎松踊）手拭踊（同）伊勢島踊 りは（伊勢島 ）船子入れは踊（船子踊）
さらに側の『大日本神勇歌踊本」（阿波・那賀郡）所収歌と一致するもの
われをたれともお
もうわれしそ、弓わが大ぢんよ＃、、大神踊ハ是迄
〈
は若候
是大よ己
迄臣 、を
よ よ己ば
く天皇書
臣百思
踊合ひ
己をば誰ぞと思ひをろぞふ、己こそ大臣百合若よ、大臣踊は是迄よノー
塩名屋
く 山形
みお踊
おと
と り
り
下草踊御田踊鴬踊連けやく 剛下草踊音頭本一冊整理番号１１兜文化九年書写。二四・○×一六・五。一六丁。仮綴本。扉題「下草踊音頭本」。最終丁表に「文化九年申正月吉日深尾恒松」とある。
次に本書の踊歌（上段）を示し、河内における雨乞風流踊歌の善本、
すなわち、貞享二年書 「河州三之宮大明神踊歌室Ａ・枚方市史編纂室保管）、小崎伝一氏蔵『三之宮踊歌」（Ｂ・『津田史」所載）、寛政三年書写『拍子踊拾七番記」（Ｃ・河内・星田・西井長和氏蔵ゞ弘化三年書写「拍子踊音歌」（Ｄ・河内・交野・久保田与十郎氏蔵。『伝承文学研究』・溺号所載。真鍋昌弘翻刻）などに見える踊歌で同種のものを添加し（中段）、それらにうたわれている地名等をも参考に引き出しておく 下段）。が八例ある。本書の題目も「阿波踊」である。本書は 阿波の風流踊歌本で、より限定するなら那賀郡伝承のもので
はないかと思われ
塩汲（Ｃ）屋形（Ａ、Ｃ） 御田（Ａ、Ｂ）鴬（Ｃ）連雀（Ａ、Ｄ）
ひょうこのうらはま。明石のうら浜。さつま。大阪の町。山崎町、八幡の町。都の町
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ふつきおとり御寺踊
商忍ひ花糸
ひひむのよ
おお田お り
と とおとお
り り と り と
り り
恋のおとり
恋（Ａ）
屋形踊打入口上「下草踊」は、和泉地方にも確認できる。地名もほぼ上方のものであることがわかる。本書は、まず河内（北部）に伝承した踊歌の書留ではないかと推定で
苫一己ヲつ。剛踊歌之寓附一冊整理番号１１唖文久元年書写。二四・六×一七・三。一四丁。仮綴本。扉題「踊歌之嶌附」。扉題の右に「文久元年辛酉ノ年写之」、左に「誠出小場」 橘主岩印」とある。
富貴（Ｂ）お寺（Ａ、Ｃ飛騨（Ａ、Ｄ）忍び（Ａ、Ｄ）商（Ａ、Ｂ） 糸寄（Ａ、Ｂ）
わかさの浦浜。さかいのうらはま。大阪のうらはま。根来寺。粉川寺。惣達又は宗善寺。八幡の山。清水寺小原。吉野。清水 北野。鞍馬。伏見の町筋。さかいの町筋。大和の国。
本書は次の踊歌を所収する。大宮踊日本踊高砂踊鞠の踊坂本踊近江踊大坂踊花見踊国本踊駒引踊神霊 所望踊小順逆大順逆
陣役踊を含む踊歌の系統であることがわかるが、これら踊歌の中で、例えば大坂踊・花見踊・鞠の踊・駒引踊などは、近江（甲賀地方他）の踊歌と同一系統であることがわかる。次に一例として大坂踊のみを引用すつ（》◎
大坂殿へ参りて見れば七つの隈に矢倉 上ゲテ先ツハ見事な御山城東の矢倉ヱ上りて見れば信野境が一目に見へる先ツハ見事な御山哉
（本書）
あが
大阪殿へ参りて見ればセツの口に櫓を立て畠東の櫓へ上りて見れば参り下向はやり揃ふはや淀川へ舟が着く（甲賀・油日・雨乞踊歌）
近江踊は、近江八景をうたい込んだもの。本書を甲賀地方のも と見こと戦〕できる。”〔雨乞風流踊本〕一冊整理番号１１畑江戸末期書写。二○・○×一四・○・四六丁。表紙後装。内題外題とになし。ただし目次の最初に「踊目録」とある。
本書は、次の踊歌を含む。伊勢島踊御宮踊参宮踊御殿踊信濃踊花見踊愛宕踊鋤踊佐渡島踊取引踊軍 今川 榎踊鞠蹴踊鈴木踊境 鐘
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働山城踊くどき一冊未整理天保四年書写。一二・五×一四・三。一九丁。仮綴本。扉題「山城踊くどき」。扉題の右に「天保四巳九月吉良日」。一八丁目裏に「天保四巳九月九日」「踊拾四番」「上古沢村伊兵衛」。一九丁目裏にも「上古沢村伊兵衛」。なおこの本を包むボール紙カバーに「紀州踊拾四番」とある。
この「上古沢村」は、すでに「全国風流踊り歌一覧」（「民俗芸能』“・
“合併号）で山路興造氏が言われたように、和歌山・伊都郡・ 度山町・上古沢のことである。
鋳踊具足踊所望踊加賀踊順礼踊鐘巻踊小陣役大陣役
踊歌記載のあと、拍子附として太鼓の口調子が見える。
陣役踊を加える風流踊歌群の一端である。前掲側の無題本〔雨乞風流
踊歌本頁陣役踊を含む）と対照させると、内容・題名ともに共通するものは、御宮踊信濃踊小陣役大陣役
である。 榎踊」は、甲賀・多羅尾村・太鼓踊に見え、「境踊」も甲賀・草津市・渋川 花踊の中に見える。ただし、「鈴木踊」は、ざんざか踊系に伝承する「寿々木踊」に比較的近いと言えよう
伝承地を決定し難いが、伊賀又は甲賀地方が推定される。所収踊歌は、伊勢湊御小倉踊坂本辱
御山伏蔓り
坂本踊西国踊
蔓り踊花見踊鶉踊綾踊松虫踊鐘巻踊浅
坂本踊。これは、サアさかもとのサアむろやがむすめわサアじうじがいけいサアよめりとやサアｒ、サァいけもをりよサァわが子をか せサアじうじがいけのサアいけもりり サアノーー（下略）
と続いてゆくもので、『日本歌謡集成」・巻十二によると、和歌山・那賀郡、及び有田郡に確認できるものであり、一方では、田植 として、
阪本のむろやの娘じゅ／～が池へ嫁入り…：（「紀州文化研究」・２巻３号）
が伝承している。語りぐさをふまえてい 。
綾踊。和歌山・高野口町・嵯峨谷神踊の「綾踊」と同一である。漫踊。同種のっわり踊は、有田郡あるいは河内の風流踊歌の中に求め
ることができる。
鶉踊。いよをうすらのめいしよわどこノーよいちにとりてわみやこへんよみやこへんでわふかくさのおよふかくさのにこそうすら ものいざさら Ｌら 鶉つこよをねをきけばねわいちもつみざさらこあらでうすらつ ノー
とうたわれているが、同種は、例えば、河内・雁多尾畑村の三ケ村定り之踊歌」・うづら踊（「柏原町史』所載）に求めることができる。
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から成る。その伝承地を右の如く決定し難い・四季踊の一部分は、和泉．岸和田『掃守郷藤井村神踊覚書」・四季踊に類型を求めることができるので、夏と冬の二箇所を左に引用する。幸若・「八嶋」、赤木文庫本「しやうるり御せん物語』館讃めの一部分とも関係する。上段は本書。
南をなっにも打見れハノーす南は夏かとうちみえるすあたか
山にいけをほらしつ狸いけ 中池をほらしつつ池の中には蓬莱にハほうらいほじゆかい□しよと王がゑんしゆを立て三の島をつて鴫から六りのかよいにハかかせつつ島より陸路の通ひみちねのそれ橋しよかけさして橋の ねのからはし掛けさせてはし下にはうら嶋太郎をがつり ふ 下には浦島太郎が りのふれ五五しき□□□□っなかしければ色のいと ながせさせればいいつもなつかと打見れ（〆、四つも夏かと打みえる季の踊ハー踊り〆～北をふゆにも打見れハノ、す北は冬かとうちみえる四方の
みやきをきながすみをやくすみ千草も冬か で炭 き翁がすみがまよりけふりか立 いつもふゆをやく炭やき窯 炉が立てば 例踊覚帳一冊未整理寛政一○年書写。二四・五×一七・三。五丁。外題「踊覚帳」。外題の右肩に「寛政拾 罠左方に「巳未ノ七月吉日」とある。なおこの本を包むボール紙カバーに「踊覚帳大和十津川」とある。
本書は、入はうた御寺踊四季踊
鯛雨乞踊歌・同女郎踊歌一冊未整理安政三年書写。二四・五× 七・○・二丁。外題「雨乞踊歌・同女郎踊歌」。表紙外題の右肩に「安政三」、左に「辰七月」「常助」とある。
本書は次の踊歌から成る。いりは恋のおとり若衆踊お竹踊女郎踊いりは阿祢子踊豊後踊才歌おとりこの内「阿祢子踊」は、次のようにうたわれるもので、例えば、天理
図書館本「おとり」などによって代表される女歌舞伎踊歌の「や弾こ踊」の歌詞を伝えていることがわかる。
△おほろ月夜のや山のはにンノーノ ノ、ヒイャノ、名ごれおしやつれなや歌尻ンノーノ、ノーハラーＩ、ホロｊｆｌハラトイウテタガナミダゾロムラサメハァら八十七シ三ノシトサラ△是より返しサァリノー、ヒウリャニヒゥリャ△返しヒャラロウニヒャルロ ー△だいて寝タ夜のア明月ハン〆、ｊ 、ヒイャはなれかたなや寝
かと打見えれハーＩ四季の踊ハいつも冬かと打みへる一をとりノ、
「入はうた」の「此程のノー～御寺かよいによ鳴しゃくはちよひろたサ
アノー」以下の歌詞は、例えば⑪ 神踊本 にもある如く、特に和泉地方踊歌・道歌の代表的な型である。
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書写了文化十三年丙子神無月良辰藤原長昌謹書」とある。㈱南條踊指南抄一冊整理番号１１卿文化一三年書写。二三・三×一七・○・三六丁。端作り題「南條踊指南抄」。最終丁表に「右南條躍之記合本一冊、廣瀬照應先生の秘書令借用及
なお、「南條踊由来抜書』（文化二年書写）・一冊・整理番号１１蝿は同
じく廣瀬照應の写本から書写したもので、本書とほぼ同様の書である。
南條踊の詳細を記録。入端・走り踊 由利踊・イモフミ踊・由利踊・
をり踊・帰踊の進行にしたがって詳しく説明されている。現在南條踊と呼ばれるものは、広島・山県郡・新庄、山口・岩国市、長門市・湯本三箇所に伝承しているが、本書はその岩国市の南條踊に関するものであア（》◎
本書のように、「急げ新発意後から時雨がしてくる」の歌詞を「いりは」
として利用する地域には 和泉・讃岐などがある。
んノー／、？、▽我おすさめて．此君おノー、おもいきれとやふくつとや歌尻同断△行違しわ小舟かよき君ますハ〆 かじをしんしづめて△返シなのり合セｊ、ひうりやにひうりや△返シひやらろうにひやるろＩ、はだや歌尻先々返り
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